
　株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り、厚く
お礼申しあげます。
　2021年度第2四半期累計期間の事業環境は、公共投
資が底堅く推移したものの、厳しい受注競争や人手不足
に加え、コロナ禍の影響により、民間設備投資の縮小や
先送りが懸念される状況にありました。
　こうした中、当社グループは、中期経営計画2024
〔2021～2024年度〕に基づき、中国地域の基盤強化や
都市圏の事業拡大、業務改革の推進等の諸施策を進め
てまいりました。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間の業績は次の
とおりとなりました。
　売上高は、一部大型工事の進捗の遅れや屋内電気工
事の減少などにより、前年同期に比べ減収となりました。
　営業利益は、原価低減に努めたものの、売上高の減少
に伴う売上総利益の減少などにより、前年同期に比べ減
益、また経常利益は、営業利益の減少などにより前年同
期に比べ減益となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、
経常利益の減少に加え株式評価損を計上
したことなどにより、前年同期を下回りま
した。
　今後の事業環境は、コロナ禍の影響に加
え、資源の高騰や製造業における部品の調達難の影響な
ど不透明な状況にあります。
　このような状況のもと、当社グループは、中国地域の
基盤強化、都市圏の事業拡大に引き続き取り組み、受注
を拡大、施工体制を強化してまいります。また、施工の効
率化、コスト低減、DXによる生産性向上に加え、カーボン
ニュートラルに向けて自社の脱炭素化とともに、自家消
費型太陽光PPA事業などお客様への脱炭素化支援事業
を推進してまいります。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも当社グルー
プの事業に格別のご理解とご支援を賜りますよう、お願
い申しあげます。
� 2021年11月

代表取締役社長

迫谷 章
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株主の皆さまへ

連 結 業 績
（単位：百万円、%）

区　分
2020年度
第105期［ 第2四半期（累計） ］

2021年度
第106期［ 第2四半期（累計） ］ 増減額 増減率

売 上 高 82,082 77,157 △4,924 △6.0

営 業 利 益 3,269 2,323 △946 △28.9

経 常 利 益 4,467 3,315 △1,151 △25.8

親会社株主に帰属
する四半期純利益 2,957 1,648 △1,309 △44.3
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（※）�2019年度（第104期）については、企業結合に係る暫定的な会計処理の確
定後の数値となっています。

減収・減益 一部大型工事の進捗の遅れや屋内電気工事の減少などにより減収、
売上総利益の減少による減益

決算
POINT

連結決算ハイライト

第２四半期
工事種別受注高・売上高（個別） 772億円受注高 615億円売上高

2020年度
第105期［ 第2四半期（累計） ］

2021年度
第106期［ 第2四半期（累計） ］

受注高（億円） 352 347
売上高（億円） 321 282

2020年度
第105期［ 第2四半期（累計） ］

2021年度
第106期［ 第2四半期（累計） ］

受注高（億円） 137 143
売上高（億円） 132 144

2020年度
第105期［ 第2四半期（累計） ］

2021年度
第106期［ 第2四半期（累計） ］

受注高（億円） 171 183
売上高（億円） 136 111

2020年度
第105期［ 第2四半期（累計） ］

2021年度
第106期［ 第2四半期（累計） ］

受注高（億円） 80 57
売上高（億円） 33 40

2020年度
第105期［ 第2四半期（累計） ］

2021年度
第106期［ 第2四半期（累計） ］

受注高（億円） 40 40
売上高（億円） 32 36

屋内電気工事 45.9% 配電線工事 23.4%

送変電地中線工事 6.0%情報通信工事 6.6%空調管工事 18.1%



　7月24日から新テレビCM「届け、あの島へ」篇の放映を、広島県・岡山県・山口県・島根県・鳥取県などで開始し、
「YouTube」の当社公式チャンネルでの配信も開始しました。
　新CMは、山口県周防大島エリアで当社が請け負った1,000mの海峡を横断する鉄塔建替工事「66kV大島二号支線海峡横
断部経年鉄塔建替工事」の様子を、ウェアラブルカメラによる地上100m以上の作業員目線や、ヘリコプター、ドローンから撮
影した迫力ある映像と音楽で表現するとともに、電気の安定供給を担う技術や電気を届ける想いを視聴者に伝えています。

　10月3日、エディオンスタジアム広島（広島市）において、J1リーグ第31節「サンフレッチェ広島vs名古屋グランパス」の
試合が、当社と中国電力株式会社のスポンサードゲームとして開催されました。
　試合は、前半35分にサンフレッチェ広島の浅野雄也選手が1点を先制し、1対0で見事な勝利をおさめました。会場では、
先着3,000名に「2021ベースボールシャツ」（提供：中国電力・中電工）をプレゼントしました。

新テレビCM「届け、あの島へ」篇 放映開始

サンフレッチェ広島 中国電力・中電工スポンサードゲームを開催

　廿日市営業所の大畠健太郎氏が「ひろしまマイスター」（電気工事）に認定されました。
　「ひろしまマイスター」は、技能者の社会的評価の向上や技能尊重気運の醸成を図り、
技能水準の向上、技能の継承・発展、後継者の育成等を推進するため、さまざまな分野
で活躍する県内の特に優れた技術者を「マイスター」として広島県が認定する制度です。
　認定後は、県の要請に応じ「ひろしまマイスター」として学校教育や業界団体、地域社
会などでの幅広い活動を通じて、技能の継承と後継者の育成に向けた活動を行っています。
当社では、2015年以来6年ぶり6人目となります。

　9月に呉配電センターが竣工しました。同センターは、ZEB化への取り組みとして、二重
折板・LowE複層ガラス等を採用し、遮熱・断熱性能を高めるとともに、創エネへの取り組
みとして、太陽光発電設備・LED照明・省エネ性能の高い空調設備等を導入し、エネルギー
使用量と光熱費の削減を図っています。

「ひろしまマイスター」に認定

呉配電センターが竣工

▲「2021ベースボールシャツ」 （サンフレッチェ広島：東　俊希選手）▲ゴール後
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設 立 年 月 日 1944年（昭和１９年）9月29日

資 本 金 34億8,190万5,850円

従 業 員 数 3,407名

主要な事業内容 屋内電気工事、空調管工事、情報通信工事、
配電線工事、送変電地中線工事の設計施工

本 店 広島市中区小網町6番12号

主 要 な 事 業 場
  

広島・岡山・山口・島根・鳥取統括支社、
東京・大阪本部、電力建設所

発 行 可 能 株 式 総 数 260,000,000株

発 行 済 株 式 の 総 数 55,146,272株
（自己株式2,991,845株を除く）

株 主 数 9,342名

決 算 期 日 毎年3月31日

定 時 株 主 総 会 開 催 時 期 毎年6月中

同総会権利行使株主確定日 毎年3月31日

期末配当金受領株主確定日 毎年3月31日

中間配当金受領株主確定日 毎年9月30日

株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同事務取扱場所・問合せ・郵便物送付先
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　0120-094-777（通話料無料）

公告方法
電子公告により、当社ウェブサイト
（https://www.chudenko.co.jp/info/topic/news.html）
に掲載いたします。
ただし、やむを得ない事由により電子公告による公告をすること
ができない場合は、広島市において発行する中国新聞並びに�
日本経済新聞に掲載いたします。

上場証券取引所 株式会社東京証券取引所

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

（注）�当社は、自己株式を2,991,845株保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、
持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

中国電力株式会社 21,892,259 39.69

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 4,166,500 7.55

株式会社もみじ銀行 1,673,900 3.03

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,445,900 2.62

株式会社中国銀行 1,398,619 2.53

明治安田生命保険相互会社 1,129,465 2.04

中電工従業員株式投資会 1,066,566 1.93

株式会社広島銀行 1,036,180 1.87

株式会社山口銀行 1,000,279 1.81

株式会社山陰合同銀行 656,481 1.19

大株主

環境にやさしい植物油インキ
（ベジタブルインキ）を使用
しています。

金融商品取引業者
340,742株
0.59％

自己名義株式
2,991,845株

5.15％

外国法人等
5,387,952株

9.27％

個人・その他
8,505,419株

14.63％

金融機関
16,065,143株

27.62％

その他の法人
24,847,016株
42.74％

会社概要（2021年9月30日現在） 株主メモ

株式の状況（2021年9月30日現在）

所有者別株式分布状況（2021年9月30日現在）

ご注意 このお知らせは、口座振替申請・買取請求等を強制するものではありません。本手続き
に際しましては、株主さまご自身でご判断くださいますようお願いいたします。

特別口座の株主さまへ

　株券電子化により、すべての上場会社の株式は、証券会社等の口座で電子的に管
理されるようになりました。株券電子化移行時点で、証券会社を通じ株券を「株式会
社証券保管振替機構」に預けられていなかった株式、あるいは単元未満登録株式等
株券が発行されていない株式など、証券会社の株主さまの口座で電子的に管理され
なかった株式は、株主権保護のため、当社が株主さま名義で三菱UFJ信託銀行に開
設した特別口座にて電子的に管理しています。
　しかしながら、特別口座に記録された株式は、このままでは証券市場での売却等が
できないばかりか、相続手続きが煩雑になるなどの制約がございます。
　つきましては、次の当社特別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託銀行へご連
絡のうえ、「口座振替申請」のお手続きを行っていただきますようお願いいたします。

特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　0120-094-777（ 通話料無料 ）

　当社の株式は、100株が1単元（売買単位）となっており、100株に満たない株式
（単元未満株式）は、市場で売却することができません。
　単元未満株式は、当社に対して買取請求（売却する）、または買増請求（買い増して
100株にする）ができますので、ご検討いただきますようお願いいたします。

【お問い合せ・ご請求先】
① 証券会社に単元未満株式をご所有の株主さま

株主さまの口座がある証券会社

② 特別口座に単元未満株式をご所有の株主さま
特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　0120-094-777（ 通話料無料 ）

重要なお知らせ

単元未満株式（100株未満の株式）をお持ちの株主さまへ


